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自 身 加 持
その語義 と諸形態

生 井 智 紹

序 「加持」とい う語は絶対的な威神力によって 「加持される」(adhistita)とい

う様に受動態で示されるのが普通である。しかし,〈 自身を加持する〉(atmanam

adhisthanam√kr)と いう表現が密教文献ではよく使用 される。この主体的行為 と

しての 「加持」は どういう状況を現わそ うとしているだろうか。

Ｉ.〈 加 持〉 の三 相

Ｉ.0.ま ず,加 持の力学的関係を次の様に分類できよう。

Ｉ.1.1.第 一には,絶 対的な力によって加持されるという一番基本的な用例であ

る。〈加持〉(adhisthana)と い う語は,渡 辺照宏氏がすでに検討され た よ うに,

Pali初 期文献以来 〈四種の加持〉の例が伝統的に使用されているとされる1)。特

に,そ の内のsatyadhisthanaは,真 理およびその体現者の 〈真実語〉のもつ絶

対的な威神力を意味する。それは口密の場合に 〈真言の加持力〉 というあり方で

見られるようになる。

Ｉ.1.2.satyadhisthanaの 場合,真 理/如 来の絶対的威神力の側面が強調 され

るが,如 来の威神力を把捉する側の意思の力をも含む例 もある。特にこの様な意

味での能所相互関係の上にな りたつ 〈加持〉が 『華厳経』などの華厳部全般の特色

であることを,渡 辺氏は指摘しておられる。本尊 と行者 との両者の関係の上での

加持の状況を,『即身成仏義』では自らの三密の加持の説明の際に用いている2)。

これが,密 教的修行法の文脈で主要な用例となる。 この場合,〈 自らの三密〉を

仏 との 〈平等性〉の境地に 〈持〉 させ る意思という主体的行為が現れ,絶 対的威

神力を被ると言う段階を一歩進めている。

Ｉ.1.3.し かし,密 教の修法において用いられる 〈加持〉の語は,さ らに修行者

の能動性を強調する。修行者自身が威神力を行使する主体 となって積極的位置に

立ち他者に影響を被らぜる。自らが自らの三密を加持して仏/菩 薩と共通の地平

に立つことによって,第 三者にその地平からの威神力を被らせるとい う側面が現
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れる。「四無量心観」における,「わが修する三密の加持力をもって普賢[観 自在

/虚 空蔵/虚 空庫]菩 薩に等同ならしめん」の定形句は,そ の間 の事情 を 明か

す。密教修法で,真 言力,絶 対的真理の威神力が行者の具体的行為を通じて被加

持者/被 加持物にその影響力が現れることが 〈加持〉のもう一つの特徴となる。

Ｉ.2.密 教の 〈加持〉の特徴は く自身加持〉とい う用例に顕著に現わされる。

この語の検討を通じて修行者の行為(三 密)に 現れる 〈加持〉の具体の考察が意

味を持つことになるかと思う。

Ｉ.2.1.〈三密〉が一組となって 〈成仏〉を目的とした実践が,『 大乗本生心地観

経』に見られる。「菩提心品」では,菩 提心の空相が論じられ た後,菩 提心の威

力について菩提心陀羅尼 の行法が示される3)。この場合 「加持」 とい う語は使用

されず 〈陀羅尼力〉とい う観点から総称されている。しかし,行 者の発す る真言

が一切の仏/菩 薩の真理によって加持され,心 が清浄の月輪 として如来の身を念

じ出す器とな り,如 来の身 と同化する印を結んで い る状態に,〈 三密加持〉によ

る成仏への方向性(菩 薩観菩提心成仏三昧)が 示されてい る。ここに 〈持〉 という

側面での陀羅尼の意義が見られる。ただ,密 教修法の場合 〈加持〉を 〈自らの存

在〉(atmabhava)に 具体的に実現するという傾向が強 くなる。

Ⅱ.〈 三密 〉 各 々の 〈加持 〉 の形態

〈三密〉各々と 〈加持〉の語が結び付 く例は,初 期大乗仏典にも見いだされる。

Ⅱ.1.ま ず,〈 口密〉については 〈四種加持〉の うち の く真実語による加持〉

〈satyadhisth.ana〉 の例がある。

Ⅱ.1.1.渡 辺氏の報告するように,『 法華経』の 「薬王菩薩本事品」では,こ の

ような く真実語による加持〉の典型的な例が見られる。薬王菩薩は,前 世におい

て一切衆生喜見菩薩で あ った と き日月浄明徳如来の舎利を自らの腕に炎を燈 し

て供養し,現 一切色身三昧を得たとされる。その腕が 〈真実語の加持力〉によっ

て,も とどお りになる状況が描か れ る4)。その例では"karomi"と 加持の主体が

自身であ る ことが示され,"yena satyena satyavacanena"と 加持の威神力の

根拠が示され,そ の被 る対象が"me kayo","seam mama bahum"と いうよ

うに自らそして自らの肉体であることが明示される。

Ⅱ.1.2.mantraの 〈ことば〉そのものを絶対化するMimamsa学 派のmantra

観に対して,Dharmakirtiは,実 際の所作に よって現わ れ る密教儀礼の効果か

ら,mantraも 人為的所作であることを証明する5)。それは,〈 ことば〉そのもの
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の持つ呪力性 とい うよ りは,真 理およびその体現者の利他の誓願による 〈加持

力〉(adhisthana)に 根拠をお くものである。そこに,初 期仏教以来の 〈真実(語)

波羅蜜〉(satyaparamita)と 〈真言〉 との関わ りが あ る。仏教徒に とって,〈 呪

句〉は真理の認識に裏付けられた限 りで 〈真言〉た りえ る もので あ り,世 間の

〈ことば〉そのものが絶対化 されるのではない。それが 〈真理〉と合致し,〈加持

者の本誓〉に合致したとき絶対的ことば(真 言)に 転じる。

Ⅱ.2.〈 意密〉 との関連では,『 華厳経』「十地品」や 「入法界品」に典型的な

例を見いだすことが出来る。

Ⅱ.2.1.「十地品」では,渡 辺氏の 挙げ る用例が多いに参考に な る。氏のDbh

No.1例 では,〈 加持〉が菩薩行にとっての根源的な因縁という菩薩の資格である

ことが,Dbh No.2例 では,毘 盧舎那の本願力と菩薩自身の智恵力の間に加持が

はじめて成立つことが示される。この例では,意 つまり修行者側の心に仏の威神

力が作用する条件 として修行者側にそれに応じるだけの理解力と意思が主体的に

働 く必要性が明かになる。発菩提心をなした修行者の心こそが仏の威神力を顕わ

し出し,そ の意思が仏の側の威神力を発揮させ得る起動因となることが示される。

いわゆる加する力とそれを被る力との相互関係の上で達成される 〈加持〉の働き

である。修行者の主体と関連したその典型的な例は,『華厳経』「入法界品」の解

脱長者の説法にみられる。その語には,そ れが 〈実践主体〉に密接に関わること

が 〈sva〉とい う限定を付して表現されるようになる。この場合,〈 加持〉の 〈持〉

の側面が菩薩の起動因として,そ して 〈加〉の側面が 〈仏身/仏 国土の顕現の威

神力〉 として,〈 自心〉とい う場に こそ発現する唯心のダイナ ミクスとして神変

が捉えられることを示した6)。

Ⅱ.3.〈 口密〉は絶対的真理そのものとの関わ り,〈意密〉は 〈菩提心〉とい う

〈被加持者の側の主体的意思〉が く加持する主体である絶対者〉 との関連に おい

てはじめて効果を発するのに対して,〈身密〉は 〈自身〉を 〈能動的に加持する〉

とい う側面を最も明確に具体的に示す。〈三密〉す べ てが能動的に修行者の行為

に変ず るあ り方を 〈自身加持〉(sva/atma-adhisthana)と 表現す るが,そ れ を自

らの肉体的具体性のなかにあらわす 〈svakayadhisthana〉 の用例が密教に典型

的な 〈加持〉のあ り方を示すと思われる。

Ⅱ.3.1.こ のよ うな 〈自身加持〉(svakayadhisthana)は,菩 薩の境地でも八地以

上の菩薩の境地での 〈加持〉の有 り様を示す。前の く自心加持〉に関する論述の

際にも,特 に 〈身〉の加持 もしくは 〈加持された身〉とい う表現の持つ問題点を
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指 摘 した 。こ の威 神 力 を 示 す 状 況 は 〈svakayadhisthana〉 に 関 連 す る菩 薩 の 〈加

持〉の在 り方 を 示す 。 自ら 自身 を清 浄 に し て身 内 に諸 仏 如 来 の 〈加 持 〉に よ る姿 の

現 れ を説 く内容 に は,渡 辺氏 の あ げ るDbh Nos.16,17,38な どに 見 られ る 〈加 持 〉

の 用 例 が 背 景 に 伺 え る7)。八 地 以 上 の 菩 薩 が,あ らゆ る姿 を 採 って,あ らゆ る仏 国

土 に お い て,あ らゆ る道 場 に,自 ら の身 体(svakayam)を 加 持 し(adhitisthati),

引 発 し(abhinirharati),示 現 す る(ada『sayati)状 況 に,ま た如 来 が願 身/化 身/加

持 身/色 身 とし て現 れ る 際 に,こ の 「〈身 体 〉(kaya)を 〈加 持 〉 す る」 と い う表

現 が 見 ら れ る。 そ の際,〈 自身〉 の 内 に 〈仏 国 土 の 荘 厳/如 来 身 〉 が 〈加 持/現

出〉 し,〈 仏 国 土 の 荘 厳/如 来 身 〉 の 内 に 〈自 身 〉 を 〈加 持/示 現 〉 す る。 『入

法 界 品 』 の 解 脱 の説 法 は そ の場 が 〈自心 〉 と い う 〈表 象 の み の世 界〉(vijnaptitva)

で あ る こ とを説 く。

Ⅱ.3.2.先 述 の『法 華 経 』 の例 は 〈身 体 〉 と結 び つ いた 加 持 の典 型 的 な 例 で もあ

る。 薬 王 菩 薩 は,前 世 に お い て十 二 年 の 間 如 来 に 供 養 す るた め に 自 ら の身 体 を そ

れ に ふ さわ し い 身体 にす る た め に 香 油 を 飲 ん で 自 ら加 持 し,灯 火 と な る8)。 この

用 例 で は,菩 薩 が 自身 を 加 持 す る主 体 と して,svakam adhisthanam akarotと

い う様 に,表 現 され て い る。 この 場 合,〈 加持 〉 の発 動 者 は 菩 薩 自身 で あ り,加

持 され るの は そ の 菩 薩 自 ら の身 体(atmabhava)で あ る。

Ⅱ.3.3.こ れ ら の例 は,行 動 主 体 とし て の 〈自 らの 身体 を 加 持 す る〉 とい う側 面

を 示 す もの で あ る。 しか も,そ の 主 体 は い ず れ も 〈清 浄 身 〉 を得 て 〈仏 〉 の境 地

に 極 め て近 い 段 階 の も のに つ い て表 現 され る 。 〈加 持 身〉(adhisthitakaya)と は,

色 身,応 身 とし て,法 身 自身 が 加 持 され て 自 らを 具 体 と して 現 す,更 に い}ば 能

動 態 の加 持 者 そ の もの が 身体 化 す る こと が,こ の場 合 の 加 持 の 在 り方 で あ る。先

の『法 華 経 』 の例 で,自 らの 身体 の仏 へ の供 養 が現 一 切 色 身 三 昧 を 得 る前 提 とな

った こ と は,『華 厳 経 』 のsvakayadhisthanaが 八 地 お よび法 雲 地 の菩 薩 の 身体

化 の 状 況 を 示 す の と密 接 に 関連 す る 。

Ⅱ.3.3.1.「 如 来 性 起 品 」 で は,衆 生 済 度 の た め 身体 を この世 に 留 め る と い う誓

願 を た て 自 らの 身 体 を 真 言 と薬 草 とに よ っ て加 持 す る医 王 の例 が 述 べ られ る。 そ

の 場 合 に,真 実 語 の 発 言 の か わ りにmantraの 誦 持 が説 かれ る9)。mantra(お よ

び 医 学 の 知 識)に よ る 自 らの 身 体 の 加持 とい う用 例 とし て,注 目 され る。

832



(150) 自 身 加 持(生 井)

Ⅲ.〈 自身加 持〉(svakayadhisthana)と

〈三密 加持 と して の 自身加持 〉

密 教 修 法 の 〈加 持 〉 の用 例 は,も ち ろ ん 〈真 言 の 絶 対 的 威 神 力 〉 と 〈本 尊 と共

通 の 地 平 に 立 った 真 如 の 心 の 境 地 そ の もの の 威 神 力〉 との 統 合 的境 地 の 〈絶 対 的

行 為〉(三 密 加持)で あ る に し て も,そ れ を具 体 的 に示 す 〈身 の加 持 〉 が,本 尊 と

の地 平 に立 つ具 体 的 行 為 者 の在 り様 を 最 も よ く示 す 。 そ の場 合,自 らは,被 加 持

者 で あ る 自 ら の 肉体 〈自身 〉で あ る と同 時 に如 来 の地 平 に あ る主 体(智)と し て,

他 者 た る一 切 衆 生 お よび 象 徴 と して の 被 加 持 物 を 加 持 す る能 動 的 な 威 神 力 の 担 い

手 とな るか ら であ る。

Ⅲ.1.「 五 相 成 身 観 」 で 〈自身 加 持 〉 は,次 の よ う な 表 現 で そ の 次 第 が 示 され

る 。 まず,第 一 相 〈通 達 菩 提 心〉,第 二 相 〈修 菩 提 心 〉 に お い て 自 らの胸 の月 輪

が 清 め られ る。第 三 相 〈成 金 剛 心〉 の場 合 に は,自 らの 胸 の清 浄化 され た月 輪 に

金 剛 の姿 が 現 れ 始め る。 そ の 経 緯 は 〈自心 加 持 〉(svacittadhisthana)に み ら れ る

〈加 持〉 の 様 相 で あ る。 そ の 〈自心 〉 の な か に あ らわ れ た 金 剛(自 影像10))が 如 来

の身 と し て 〈自ら の身 体 〉(atman)に 具 現 化 し(証 金 剛 身),第 五 相 の 〈仏 身 円

満〉 の 際 の 表 現 とな る11)。 こ こ に,〈 自身〉(atman/kaya)を 〈自 ら〉(sva)が 現

出/加 持 す る(自 影像加持)と い う有様,つ ま り よ り高 次 の 主体 が絶 対 者 との共

通 の地 平 に 立 って 自 らの 〈身〉 に 絶 対 者 を 具 現 化 す る とい う働 きの様 が み て とれ

る。 〈自心 加 持 〉 の 心 の 水 に 浮 か ん だ 仏 の影 像,そ の イ メー ジを 自身 と し て具 現

化 す る ダイ ナ ミクス が,つ ま り自 ら の存 在(atmabhava)を 絶 対 的 行 為 者 と し て

具 現 す る こ とが 〈自身 加 持 〉 の あ り方 とい え る。 そ の結 果 と して,即 身 に 仏 を 実

現 し,そ こにom yatha sarvathagatas tathahamと い う自性 成 就12)の 〈口密 〉

が 自ず か ら現 出 す る と い う次 第 に な る。 も ち ろ ん,そ のahamと は,如 来 の 境 地

に 同 化 し た 主体 で あ る。 そ の 状 況 に お け る修 行 者 の あ り方 が 真 如 そ の もの に よ っ

て保 証 さ れ て い る か ら こそ,そ の 〈口密 〉 は 〈真 理 お よび 真 理 の こ とば に よ る加

持 〉 を現 出 す る 絶 対 的 な こ とば とな る。

Ⅲ.2.Sarvatathagatatattvasamgrahaで は,"adhisthana"と 表 現 され て は

いな い。 が,そ こ で使 用 され る"bhavaya"観 想 す る,現 出す る とい う語 が,ad-

histhanaの 状 況 を示 す で あ ろ う こ と は,Pancakramaの 「自加 持 次 第 」(svadhi-

sthana)の 修 法 か らみ て も,納 得 しえ る。Pancakramaの 第 三 次 第 の修 行 者 は,

す で に 第 二 次 第 の 心 清 浄 次 第 を 経,秘 密 灌 頂 を 受 け た 修 行 者 で あ る。 そ の場 に み
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られる 〈加持〉の様相である。その 〈加持〉は世俗諦(samvrttisatya)と の関わ り

の うちに説かれ る13)。〈幻身〉(mayakaya)と い う加持のあ り方を以て,瑜 伽者

〈自身〉に能動的主体が具体 として現出し,働 く状況が〈自加持〉と述べられる14)。

自ら自身が自らの身(atman/kaya)に あらゆる仏 の 顕在化 してい る状況を 〈自

(身)加 持〉 とす る,つ まり自身をVajrasattvaと して認識し実現することから

展開させてい くわけである。

結び.密 教の 〈自身加持〉が肉体の加持 という点に顕著に現れているというこ

とができる。つまり,現 象のダイナ ミズムへの 〈自身〉の具現化,絶 対主体の顕

在化である。如来/八 地以上の菩薩の 〈威神力による仏国土の荘厳および如来/

自身の現出〉とい う意味での 〈自身加持〉にそのような原初の形態が伺 える。そ

れは,出 現の原理として絶対的真理の神秘力の顕現である 〈加持の諸相〉をそれ

ぞれの局面で示しているといえるかと思 う。

1)Cf.渡 辺照宏,｢adhisthana(加 持)の 文 献学的試 論」,『成 田山仏教研究所紀要』

2,1977,P.1-91.adhisthanaを 〈加持〉 と訳す と密教 特有の表現 の様 に思われが ち

であるが,初 期大乗経典において 〈加持〉 と漢訳 されてい な くても原語 が同じ状 況を

同じ ことばで表現 しているのであ り,必 ず しも後代 の 〈加持〉 とい う概念 で初 期大乗

仏教 の記述 を潤 色 して解釈 する こと にはな らない と思われ る。

2)『 定 本弘法大 師全集』,vo1.3,p.28.加 持者表如来 大悲衆生信心。仏 日影現衆生 心水

曰加,行 者心水能感仏 日名持 。

3)『 大正大蔵経』,vol.3,p.328bc:仏 言,善 男子,凡 夫所 観菩提心相,猶 如 清浄円

満月輪,於 胸臆上 明朗而住.若 欲速得不 退転 者,在 阿蘭若及空寂室端身正念結前如来

金剛縛印,冥 目観察臆中 明月作是思惟.是 満 月輪五十由旬無垢 明浄内外澄徹最極清

涼.月 即是 心,心 即是月.塵 翳無染妄想不生,能 令衆生身清浄.大 菩提心堅固不退.

.結此 手印持念観察大菩提心微妙章 句.一 切菩薩 最初発心清浄真言.巷 菩地室多牟致破

邪 弥.(om bodhicittam utpadayami.)

4) Saddharmapundarikasutram, ed. P.L. Vaidya, BST No. 6, Darbhanga 

1960, p.237: tan sarvan buddhan bhagavatah saksinah krtva tesam puratah 
satyadhisthanam karomi, karomi, yena satyena satyavacanena svam mama 

bahum tathagatapujaparityajya suvarnavarno me kayo bhavisyati. tena

satyavacanenaayammamaba,huryathapaura,nobhavatu. Cf.若 原宥 昭,

真 実(satya),『 仏 教 学 研 究 』voL50,1994,pp.38-72.

5)Svavrtti adPVＩ234,ed.R.Gnoli,SOR XXIII,Roma1960,PP.123f.;生 井,

Dharmakirti: Svavrtti ad Pramanavarttika Ｉ 308,『 密 教 学 研 究 』25,1993,

pp.1-27.

6)生 井,svacittadhisthanaに つ い て,『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』XLIII-2,1995.

7) Dasabhumisvaro nama Mahayanasutram, ed. by Kondo, 1936, repr. Kyoto
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(152) 自 身 加 持(生 井)

1983, 140, 1ff : sa yadrsi sattvanam upapattib ca kamasamudagamas ca tadrbam 

eva svakayam adhitisthati sattvaparipacanaya.. ...anabhilapesu buddhaksetresu 

tathagataparsanmandalesu ca pratibhasaprapto bhavati. sa...tesu tesu bud-

dhaksetresu parsanmandalesu tatra tatra tatha kayam adarsayati. yavanto 

'nabhilapyesu buddhaksetresu sattvanam upapattyanatanadhimuktiprasaras tesu 

tatha tatha svakAyavibhaktim - adarsayati. sa sattvanam cittasayabhinirharam 

ajnaya yathakalaparipakavinayam atikramad akamksam sattvakayam svaka-

yam adhitisthati... evam ksetrakayam tathagatakayam jnanakayam dharma-

 kayam akasakayam sattvakayam adhitisthati. Ibid., p. 193, 3ff.: cittotpade 

dasadibam spharanam gacchati. cittaksane cittaksane capramanam abhisam-

bodhir yavan mahaparinirvane vyuhan adhitisthati. apramanakayatam ca 

tryadhyavagatayam adhitisthati. svakaye caprameyanam buddhanam bhaga-

vatam aprameyan buddhaksetragunavyuhan adhitisthati. sarvalokadhatusam-

vartavivartab ca svakaye 'dhitisthati...sarvasattvams akamksan yathabhipra-

yam rupasrayalamkrtan adhitisthati. svakaye ca tathagatakayam adhi-

tisthati. tathagatakaye ca svakayam adhitisthati. tathagatakaye svabud-

dhaksetram adhitisthati. svabuddhaksetre ca tathagatakayam adhiti-

sthati. Cf. “n•Ó, op. cit., pp. 524-528, 540-543. 

8) op. cit. svakam adhisthAnam akarot. svakam adhisthanam krtva svam 

 kayam prajvalayamasa tathagatasya pujakarmane.

9) Tohoku No. 44, ga 96a: snags daft rig sagas kyi stobs dais byin gyis rlobs 

 kyis kyan bdag gi lus byin gyis brlabs te, ci nas kyan bdag bi nas lus mi

'nigPadan
,miskampadan,… 大 正,vol.35,p.617b:爾 時 医 王 以 薬 塗 身 呪術 自

持,令 我 命 終 之 後 身 不 乾 燥 又 不 散 壊 …

10)See自 影 像 加 持in『 無 二 平 等 最 上 瑜 伽 大 経 王経 』 大 正18,525c etc.

11) Sarvatathagatatattvasamgraha, ed. Horiuchi,pp. 24ff.: atha vajradhatur. 
evam aha; pasyami bhagavantas tathagatah, sarvatathagatakayam atmanam. 
sarvatathagatah prahuh; tena hi mahasatva satvavajram sarvakaravaropetam 
buddhabimbam atmanam bhavayanena prakrtisiddhena mantrena rucitah 
nariianva. om vatha sarvatathdvatas tathaham//

12)〈 自性成 就〉 とは,そ の ことばが真如 そのものに合致 した真理 の ことばであ る こ と

を示 してい るのであ り,Mimarpsakaの よ うにこ とば そのものが本性 的に真 である と

い うこ とではない。

13)Pancdkrama,ed.Mimaki&Tomabechi,Bibliotheca Codicum Asiaticorum

8,Tokyo1994,p.32ff.

14)Cf.酒 井 真 典,チ ベ ッ ト密 教 教 理 の 研 究,P.145ff.,212f・;A・Wayman,Yoga of

the Guhyasamajatra,p.22,261,279,330,338.

平成7年 度文部省科学研究費補助研究一般(B)(代 表 松長有慶)に よる成果 の一部。

〈キー ワー ド〉 自身加持,svadhisthana,svakayadhisthana,主 密加持,自 加持

(高野 山大学教授,文 博)
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